
◎成果
・ボール運動に対する意識について調査したところ、肯定的回答をした児童は、実践授業①前（6月）の67％から、実践授業②
後（１０月）の97％になり、運動に対する親しみの気持ちをもつようになってきていると言える。
・準備運動やドリルゲームで「前回より記録が伸びた」などの声が聞かれ、児童が技能の向上を実感することにつながった。
・ラケットの自作、ボール選択、ルールの簡素化は、運動に苦手意識のある児童も安心感をもって活動することにつながった。

▲課題
・より多くのポイントを取るために、主運動の目的からずれた動きをする児童が出てきた。活動の目的をしっかりと伝え、身に付け
てほしい技能に難易度を付けて加点するなど、主運動につながる動きが継続的に経験できる工夫をする必要がある。
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教師の願い
・体を動かすことの楽しさを感じてほしい。
・運動することへの意欲を高めてほしい。
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運動に親しみの気持ちをもち、自ら運動に取り組む児童

児童の実態
・運動することや外で遊ぶことに消極的である。
・新体力テストの結果が低下している。
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